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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成25年10月24日(2013.10.24)

【公開番号】特開2012-94940(P2012-94940A)
【公開日】平成24年5月17日(2012.5.17)
【年通号数】公開・登録公報2012-019
【出願番号】特願2010-238009(P2010-238009)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   1/04    １０３Ｅ
   Ｇ０３Ｇ  15/00    ３０３　
   Ｈ０４Ｎ   1/00    １０６Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成25年9月9日(2013.9.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　図１に示されるように、各画像形成ユニット１６Ｖ、１６Ｗ、１６Ｙ、１６Ｍ、１６Ｃ
、１６Ｋの感光体１８に形成された各色のトナー画像は、６つの一次転写ロール３６Ｖ、
３６Ｗ、３６Ｙ、３６Ｍ、３６Ｃ、３６Ｋによって中間転写ベルト３４に順次多重転写さ
れる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　図６に示されるように、位置検出パターン２４０は、黒色の「Ｎ」字のパターンが、該
「Ｎ」字の縦線が記録媒体Ｐの搬送方向に沿うように形成された白地のフィルムが貼着さ
れることで構成されている。なお、「Ｎ」字を、より具体的に説明すると、基準ロール２
２６の回転軸２２６Ａの軸方向（記録媒体Ｐの幅方向）に間隔をあけて形成された二本の
搬送方向に沿った直線部２４０Ａ及び直線部２４０Ｃと、これら直線部２４０Ａの一端と
直線部２４０Ｃの他端とを結ぶ斜線部２４０Ｂと、で構成されている。なお、本実施形態
では、Ｎ字は、線幅が約０．２ｍｍで黒色とされている。
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